
消防広報
FIRE SERVICE ACTIVITY NO.11

ふれあい119
防
ぼうさい

災 守
まもる

くん

　当消防組合では山岳救助等の初動体制の確立及び現場指揮本部との連携、さらには日頃訓練してきた技
術を山岳現場で実施し、併せて管内の登山ルートを再確認することを目的として10月の13日・14日の２
日間牛形山で行いました。

「県内救急隊員から初の女性救命士が誕生」「県内救急隊員から初の女性救命士が誕生」
～３ページに掲載～

　

雄
大
な
奥
羽
の
連
な
る
山
々
の
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ど
の
峰
も
四
季
折
々
の

装
い
を
替
え
、
そ
の
美
し
さ
は
多
く
の

人
々
に
感
動
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
大
自
然

も
時
に
は
登
山
者
等
に
過
酷
な
試
練
を
与

え
尊
い
生
命
を
も
奪
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

近
年
は
交
通
機
関
の
整
備
を
は
じ
め
、

登
山
装
備
の
発
達
、
高
齢
化
社
会
や
余
暇

の
増
大
等
を
反
映
し
て
、
中
高
年
登
山
や

渓
流
釣
り
等
レ
ジ
ャ
ー
・
観
光
型
登
山
者

が
多
く
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
日
程

や
装
備
に
余
裕
の
な
い
登
山
者
が
増
加

し
、
体
力
不
足
や
技
術
未
熟
に
よ
る
遭
難

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

救
助
活
動
は
、
岩
手
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
と
の
連
携
し
た
迅
速
な
救
助
活
動
が

定
着
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
天
候
不
良

時
や
夜
間
に
お
い
て
は
い
く
ら
機
動
力
が

あ
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
あ
っ
て
も
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

　

遭
難
現
場
で
は
、
常
に
昼
夜
を
た
が
わ

ず
、
当
組
合
の
救
助
隊
員
は
危
険
を
顧
み

ず
命
を
賭
し
て
救
助
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
山
を
愛
し
、
山

を
尊
ぶ
全
て
の
方
々
に
山
岳
遭
難
の
実
情

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
再
び
悲
劇
が
繰
り

返
さ
れ
な
い
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

山
岳
遭
難
事
故
防
止
に
つ
い
て

北
上
消
防
署
長　

千
田　
　

祐

平成18年２月　○編集・発行／北上地区消防組合消防本部広報編集委員会
 〒024-0083　北上市柳原町二丁目３番６号　
 TEL 0197-64-1122　FAX 0197-65-5170　災害情報案内　0197-65-5119
 http://www.fi redp.kitakami.iwate.jp

平成17年10月
牛　形　山

－   1   －



　

春
は
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
て
、
火
災
の
発
生

し
や
す
い
季
節
で
す
。

　

火
災
か
ら
家
族
の
尊
い
生
命
を
守
り
、
ま
た
大

切
な
財
産
を
失
わ
な
い
た
め
に
、
次
の
事
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

―

三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
対
策―

●

三
つ
の
習
慣

　

○　

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

　

○ 　

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

　

○ 　

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

●

四
つ
の
対
策

　

○ 　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

　

○ 　

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

　

○ 　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

　

○ 　

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

期
間　

３
月
１
日
〜
３
月
７
日

「あなたです 火のあるくらしの 見はり役」「あなたです 火のあるくらしの 見はり役」

怖いと思ったらやめ
ましょう。無理は禁
物です。めくっても
いけません。

　

今
お
使
い
の
ス
ト
ー
ブ
、
今
年
で
何
年
目
に
な

り
ま
す
か
？　

ス
ト
ー
ブ
も
機
械
。
い
つ
か
は
壊

れ
る
時
が
き
ま
す
。
暖
か
く
な
ら
な
い
故
障
な
ら

困
る
だ
け
で
す
が
、
火
事
の
原
因
に
な
る
よ
う
な

故
障
を
起
こ
し
た
ら
一
大
事
。

　
「
い
つ
も
よ
り
石
油
く
さ
い
。」「
音
が
ど
う
も
変

だ
。」
ち
ょ
っ
と
し
た
違
和
感
は
、
ス
ト
ー
ブ
か
ら

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
、
す
ぐ
に
点
検
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
も
、
万
が
一
、
ス
ト
ー
ブ
か
ら
火
が
出

て
い
る
の
を
発
見
し
た
場
合
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

で
し
ょ
う
。
ス
ト
ー
ブ
が
原
因
の
火
災
は
、
案
外

と
家
の
人
が
早
く
に
気
付
く
場
合
が
多
い
も
の
で

す
。
火
が
ス
ト
ー
ブ
の
ま
わ
り
だ
け
の
場
合
は
、

落
ち
着
い
て
消
火
器
で
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
消
火
器
が
無
か
っ
た
ら
、
や
む
を
得
ま

せ
ん
。
や
け
ど
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
、
毛
布
な

ど
を
利
用
し
た
消
火
方
法
を
試
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
に
、
水
で
濡
ら
し
た
毛
布
な
ど

で
、
す
き
間
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
お
お

い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
上
か
ら
バ
ケ
ツ
な
ど
で
水

を
掛
け
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
119
番
へ
の
通
報
も
忘

れ
ず
に
！

ス
ト
ー
ブ
か
ら
火
が…

　

組
合
管
内
に
お
い
て
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
を
小
分

け
中
、
漏
れ
出
す
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
又
、

い
た
ず
ら
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
行
為
に
よ
り
、
漏
れ
出
す

事
故
も
数
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
い
た
ず
ら
さ
れ
て
灯
油

を
流
さ
れ
る
と
は
誰
も
思
っ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
小
分

け
中
漏
ら
し
た
場
合
や
、
い
た
ず
ら
し
た
者
が
特
定
さ
れ

な
い
場
合
は
、
側
溝
や
川
な
ど
に
流
出
し
た
灯
油
の
処
理

費
用
は
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
持
ち
主
に
請
求
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
次
の
事
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

① 

小
分
け
す
る
時

は
絶
対
そ
の
場

を
離
れ
な
い
。

② 

小
分
け
用
の

コ
ッ
ク
レ
バ
ー

に
鍵
付
き
の
カ

バ
ー
を
取
り
付

け
る
。（
市
販

さ
れ
て
い
ま

す
。）

③ 

小
分
け
し
な
い

時
は
、
油
コ
ッ

ク
レ
バ
ー
を
取

り
外
し
て
お

く
。

④ 

防
油
堤
を
設
置

す
る
。（
200
リ
ッ

ト
ル
以
上
は
設

置
が
必
要
で

す
。）

｢｢

お
宅
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の

お
宅
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の

　
　
　
　        

管
理
は
万
全
で
す
か
」

管
理
は
万
全
で
す
か
」

★標識
　見えやすいところに掲示

★送油配管
　〔鋼管配管例〕
　地震等による配管
　亀裂防止のためフ
　レキシブル継手使用

★防油堤
　タンク容積の110％
　以上必要

★可燃物又は窓等の
　開口部のある場合
　の距離１m

★容量200ℓを超え
　るタンクには水張
　試験確認済証が貼
　付してあります

屋外ホームタンク施工例
〔容量200ℓ以上1,000ℓ〕未満
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県
内
救
急
隊
員
か
ら
初
と
な
る
女
性
の
救
急
救

命
士
が
誕
生
し
ま
し
た
。
２
人
は
平
成
12
年
４
月

に
採
用
さ
れ
た
県
内
初
の
女
性
消
防
士
で
も
あ

り
、
17
年
４
月
か
ら
半
年
の
間
、
東
京
の
研
修
所

で
学
び
、
９
月
25
日
に
国
家
試
験
に
挑
戦
。
み
ご

と
合
格
し
ま
し
た
。

　

救
急
救
命
士
の
資
格
を
取
得
し
た
小
菅
亜
紀
子

消
防
士
は
「
ま
だ
ま
だ
教
わ
る
事
の
多
い
私
で
す

が
、
一
つ
一
つ
の
現
場
を
大
事
に
す
る
と
共
に
、

救
命
講
習
の
普
及
に
努
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
安
心
感
の
あ
る
救
命
士
を
目
指
し
ま
す
。」

ま
た
、
伊
藤
梢
消
防
士
は
、「
採
用
当
初
か
ら
憧

れ
を
抱
い
て
い
た
救
急
救
命
士
の
資
格
を
取
得
す

る
こ
と
が
出
来
て
う
れ
し
い
。
今
後
、
救
急
現
場

で
は
、
患
者
さ
ん
は
焦
り
や
不
安
を
感
じ
る
の
が

よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん
や
そ
の

家
族
の
方
も
落
ち
着
か
せ
な
が
ら
、
女
性
と
し
て

安
心
感
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
救
急
活
動
を
し
て

い
き
た
い
。」
と
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

救
急
救
命
士
の
資
格
を
取
得
し
ま
す
と
医
師
の

指
示
の
元
、
次
の
救
急
救
命
処
置
を
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

　

①　

自
動
体
外
式
除
細
動
器
に
よ
る
除
細
動

　

②　

静
脈
路
確
保
の
た
め
の
輸
液

　

③　

気
管
内
チ
ュ
ー
ブ
等
に
よ
る
気
道
確
保

　

④　

エ
ピ
ネ
フ
リ
ン
を
も
ち
い
た
薬
剤
の
投
与

組合初の

　

平
成
17
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
北
上
地
区
消

防
組
合
管
内
の
北
上
市
、
西
和
賀
町
で
発
生
し
た

火
災
は
33
件
で
、
前
年
に
比
べ
４
件
減
少
し
ま

し
た
。
焼
損
棟
数
は
28
棟
、
建
物
焼
損
面
積
は
、

２
、５
４
３
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
火
災
損
害
額
は

１
２
７
、７
５
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
種
別
で
は
、
建
物
火
災
が
22
件
、
林
野
火

災
が
２
件
、
車
両
火
災
が
４
件
、
そ
の
他
火
災
が

５
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

出
火
原
因
は
、
ス
ト
ー
ブ
が
４
件
、
溶
接
機
が

３
件
、
電
気
機
器
・
放
火
・
放
火
の
疑
い
が
そ
れ

ぞ
れ
２
件
、
た
ば
こ
・
焼
却
炉
・
排
気
管
・
配
線

器
具
等
が
そ
れ
ぞ
れ
１
件
、
そ
の
他
が
７
件
、
不

明
調
査
中
が

５
件
と
な
っ

て
お
り
ま

す
。

　

死
者
は
、

２
人
で
前
年

に
比
べ
１
人

増
加
し
ま
し

た
。
負
傷
者

は
６
人
で
前

年
に
比
べ
１

人
増
加
し
ま

し
た
。 平

成
17
年
の
火
災
件
数

平
成
17
年
の
救
急
出
動
件
数

　

平
成
17
年
中
に
救
急
車
が
出
動
し
た
件
数
は
、

２
、８
３
５
件
で
一
日
平
均
約
８
件
出
動
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
車
で
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
人
は
、

２
、７
４
９
人
で
、
管
内
の
37
人
に
一
人
が
利
用

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
町
村
別
の
出
動
し
た
件
数
は
、
北
上
市

２
、５
１
１
件
、
旧
湯
田
町
１
７
０
件
、
旧
沢
内

村
１
２
６
件
、高
速
道
等
28
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2511件

170件

126件
28件

3000

2500

2000

1500

1000

500

0
北上市

旧湯田町 高速道等
旧沢内村

一般負傷
336件

交通事故
359件

急　病
1697件

その他
443件

ス
ト
ー
ブ

溶
接
機
・
切
断
機

電
気
機
器

放　

火

放
火
の
疑
い

た
ば
こ

焼
却
炉

排
気
管

配
線
器
具

火
あ
そ
び

マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー

た
き
火

灯
火
そ
の
他

不
明
・
調
査
中

8
7
6
5
4
3
2
1
0

4
3
2 2 2

1 1 1 1 1 1 1 1

7

5

出火原因別火災件数

市町村別救急出動件数
（総件数2,835件）

救急出動件数
（総件数2,835件）
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　私達は「西和賀町」となる前の、沢内村婦
人消防協力隊連絡協議会として昨年の10月20
日（木）横浜市の日本消防協会中央消防訓練
場において開催された「第17回全国女性消防
操法大会」に岩手県の代表として出場して参
りました。結果は惜しくも入賞できませんで
したけれども、操作員には精一杯頑張って頂
きました。昨年の２月８日から大会までの約
九ヶ月間、週２、３回のペースで練習し、延
べ練習回数が90回に上り、一週間が短く感じ
られ予想以上に厳しい日々でした。
　でも、私達は一旦決めたことは皆で最後ま
でやりとげ「沢内村に有終の美を飾ろう」を
合言葉に頑張りました。長いようで短かった
九ヶ月間、今振り返ってみると苦しい日々で
したが、沢内村の代表や岩手県の代表として
出場した「全国女性消防操法大会」は私達に
とって貴重な体験であり、また一生涯の良き
思い出となりました。これもひとえに村長さ
んをはじめとする村当局、沢内村消防団及び
沢内村婦人消防協力隊連絡協議会の皆様方の
ご支援と、なによりも署長さんをはじめとす
る西和賀消防署員が一体となった御指導の賜
と感謝申しあげます。
　これからも貴重な体験を生かし、新しい町
「西和賀町」の地域防災に微力ではあります
がお手伝いをして行きたいと思っております
ので、今後とも御指導、ご鞭撻を宜しくお願
いします。最後になりましたが大会当日遠路
遥々、私達の応援に駆けつけてくれた全ての
人達に感謝申し上げます。

　北上消防署和賀中部分署では幼児期に火災
の怖さと防火の大切さを伝えようと、職員手
作りの紙芝居「どうぶつ村の消防隊」を作成
し、分署管内の保育園、幼稚園から好評を得
ています。
　この取り組みのきっかけは、幼児期から防
火意識をもってもらうために新しい企画を考
えてはどうかという署員の提案から始まりま
した。
　いくつかの案から幼児向け紙芝居に決定、
署員の得意分野を生かしながら製作に取り組
み、二週間後、紙芝居から効果音楽が流れ
る「スーパー紙芝居」が完成しました。紙芝
居の内容は、うさぎの「うさ吉」とねずみの
「チュー太」の火遊びにより火災が発生、逃
げ遅れた子ザルを消防隊と航空隊が全力で救
出するというものです。火災の怖さを伝えな
がら、救助隊、救急隊の仕事、119番通報の
仕方など幼児にも理解できるように分かりや
すい描写になっています。
　最終上演場所となった12月１日、横川目幼
稚園（高橋トヨ子園長）では紙芝居のお礼に
園児からのお遊戯が披露され、職員と園児の
ふれあい上演会となりました。製作に携わっ
た署員は「火災で悲しむ人がひとりでも減っ
てほしい。私たちの思いが園児の心に響いて
もらえば」と語り、今後の活動にますます意
欲をもやしているところです。

｢防火の芽は幼児期から」｢防火の芽は幼児期から」
北上消防署和賀中部分署

第17回
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